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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第２四半期 268,398 31.2 5,065 △36.0 5,363 △29.7 3,227 △46.3

2022年３月期第２四半期 204,503 18.5 7,913 7.8 7,631 11.6 6,015 39.3

（注）包括利益 2023年３月期第２四半期 28,730百万円（148.3％） 2022年３月期第２四半期 11,572百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第２四半期 37.55 －

2022年３月期第２四半期 69.98 －

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年３月期第２四半期 496,322 223,973 43.3 2,502.39

2022年３月期 416,617 189,495 44.7 2,168.13

（参考）自己資本 2023年３月期第２四半期 215,117百万円 2022年３月期 186,377百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 26.00 － 26.00 52.00

2023年３月期 － 26.00

2023年３月期（予想） － 26.00 52.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 550,000 26.8 16,500 9.9 15,800 10.0 10,500 △8.7 122.15

１．2023年３月期第２四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有

※詳細は、本日公表の「第２四半期累計期間業績予想と実績との差異及び通期業績予想の修正に関するお知らせ」を参照下さい。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年３月期２Ｑ 87,569,383株 2022年３月期 87,569,383株

②  期末自己株式数 2023年３月期２Ｑ 1,604,489株 2022年３月期 1,607,211株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期２Ｑ 85,963,058株 2022年３月期２Ｑ 85,958,397株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：有

新規　１社　（社名）Fuji Oil International Inc.
（注）詳細は、添付資料P.10「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）」をご覧ください。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は、添付資料P.10「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）を

ご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に対する記述は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであ

り、実際の業績は、今後様々な要因により予想値とは異なる可能性があります。
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売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属す

る四半期純利益

2023年３月期

第２四半期連結累計期間
268,398 5,065 5,363 3,227

2022年３月期

第２四半期連結累計期間
204,503 7,913 7,631 6,015

前年同期比 増減

（前年同期比 増減率）

+63,895

（+31.2％）

△2,848

（△36.0％）

△2,267

（△29.7％）

△2,787

（△46.3％）

売上高
前年同期比

増減

前年同期比

(％)
営業利益

前年同期比

増減

前年同期比

(％)

植物性油脂 101,360 +39,674 +64.3％ 3,338 △924 △21.7％

業務用チョコレート 105,505 +17,897 +20.4％ 2,644 △166 △5.9％

乳化・発酵素材 44,648 +6,983 +18.5％ 42 △912 △95.6％

大豆加工素材 16,883 △659 △3.8％ 935 △817 △46.6％

連結消去・グループ管理費用 － － － △1,895 △26 －

合計 268,398 +63,895 +31.2％ 5,065 △2,848 △36.0％

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間における世界経済は、新型コロナウイルス感染症影響下からの経済活動正常化が進ん

だものの、世界的なインフレに対応する政策金利の引き上げが各国で相次いだことから先行き不透明な状況が続き

ました。

　原材料価格につきましては、主原料であるパーム油や大豆では、期初のウクライナ情勢やインドネシアのパーム

油輸出制限の影響などにより一段高となりました。パーム油は、６月以降はインドネシアのパーム油輸出再開や労

働人員回帰に伴う生産量回復期待などにより下落しました。一方、大豆は一時下落したものの依然として高水準で

推移しています。また、物流費や人件費などの上昇や、日本におきましては急激な円安により、調達コストは高止

まりしています。

　当社グループにおいては、今期から2024年度までの３ヵ年の新中期経営計画「Reborn 2024」を策定しました。

「事業基盤の強化」、「グローバル経営管理の強化」、「サステナビリティの深化」を基本方針として、販売価格

の適正化による基礎収益力の復元や事業軸管理の強化、サステナブル調達による差別化等を進めることで、企業価

値向上への取り組みを進めてまいります。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間における経営成績は、以下のとおりとなりました。

（単位：百万円）

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりです。

（単位：百万円）
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2022年３月期
2023年３月期

第２四半期
増減

流動資産 201,334 248,795 +47,461

有形固定資産 140,628 159,847 +19,218

無形固定資産 55,697 62,480 +6,783

その他資産 18,958 25,199 +6,241

資産 416,617 496,322 +79,704

有利子負債 148,769 181,231 +32,461

その他負債 78,352 91,117 +12,764

負債 227,122 272,349 +45,226

純資産 189,495 223,973 +34,478

（植物性油脂事業）

　売上高は、主原料であるパーム油などの原材料価格の上昇に伴う販売価格の上昇に加え、北米における新工場の

稼働や円安の影響により大幅な増収となりました。営業利益は、東南アジアでの堅調な販売が寄与したものの、北

米新工場稼働開始に伴う減価償却費等の固定費の増加に加え、原材料価格の上昇による採算性の低下により減益と

なりました。

（業務用チョコレート事業）

　売上高は、円安の影響に加え、原材料価格の上昇に伴う販売価格の上昇により増収となりました。営業利益は、

国内及び北米における販売数量の減少により減益となりました。

（乳化・発酵素材事業）

　売上高は、原材料価格の上昇に伴う販売価格の上昇に加え、円安の影響により増収となりました。営業利益は、

原材料価格上昇による採算性の低下により減益となりました。

（大豆加工素材事業）

　売上高は、日本での大豆たん白素材の販売数量の減少に加え、前連結会計年度に中国の大豆たん白食品会社を譲

渡したことにより減収となりました。営業利益は販売数量の減少等により減益となりました。

（２）財政状態に関する説明

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ797億４百万円増加し、4,963億22百万円とな

りました。中期経営計画「Reborn 2024」において、資本効率の向上と財務モニタリング強化により事業基盤の強

化・再構築を進め、財務体質の改善に取り組んでおります。

　当第２四半期連結会計期間末における連結財政状態は、以下のとおりです。

（単位：百万円）

（資産）

　当第２四半期連結会計期間末の資産は、原材料価格の上昇に伴う運転資本の増加や、円安の影響により流動資産

が増加しております。有形固定資産の増加は主に使用権資産の増加によるものです。また、その他資産の増加は主

にOilseeds International, Ltd.の取得に伴う投資有価証券の増加71億55百万円によるものです。以上の結果、前

連結会計年度末に比べ797億４百万円増加し、4,963億22百万円となりました。

（負債）

　当第２四半期連結会計期間末の負債は、運転資本の増加に伴う有利子負債の増加や、円安の影響により、前連結

会計年度末に比べ452億26百万円増加し、2,723億49百万円となりました。
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2022年３月期

第２四半期累計期間

2023年３月期

第２四半期累計期間
増減

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,116 △17,239 △20,356

投資活動によるキャッシュ・フロー △8,192 △5,575 +2,616

フリー・キャッシュ・フロー △5,075 △22,815 △17,739

財務活動によるキャッシュ・フロー 254 22,430 +22,175

現金及び現金同等物 15,857 18,369 +2,512

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末の純資産は、米ドル、ユーロ及びレアル等に対する円安による為替換算調整勘定の

増加や、Fuji Oil International Inc.へのOilseeds International Ltd.及びFuji Vegetable Oil, Inc.株式の現

物出資により資本剰余金が35億60百万円増加したこと等により、前連結会計年度末に比べ344億78百万円増加し、

2,239億73百万円となりました。

　この結果、１株当たり純資産は前連結会計年度末に比べ334円26銭増加し、2,502円39銭となりました。自己資本

比率は前連結会計年度末比1.4ポイント減少し、43.3％となりました。

(連結キャッシュ・フローの状況)

　当社グループは、財務規律を維持・向上するため、着実な利益成長とキャッシュ・コンバージョン・サイクルの

短縮により、フリー・キャッシュ・フローを毎年100億円以上創出することを基本方針としております。しかしな

がら、当第２四半期連結累計期間は、原材料価格の上昇などにより大幅な運転資本の増加となりました。

（単位：百万円）

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、172億39百万円の支出となりました。前第

２四半期連結累計期間に比べ、原材料価格の上昇や物流費や人件費などの上昇に加え、新型コロナウイルス感染症

の影響からの回復に伴う棚卸資産の増加による運転資本の増加を主要因として、203億56百万円減少しておりま

す。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間の投資活動によるキャッシュ・フローは、55億75百万円の支出となりました。前第２

四半期連結累計期間に比べ、前年度の中国の大豆たん白食品会社の譲渡に伴う未収入金の回収などにより、26億16

百万円支出が減少しております。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間の財務活動によるキャッシュ・フローは、運転資本の増加に伴う短期借入金の追加借

入や、日本における普通社債発行などにより、224億30百万円の収入となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期業績予想につきましては、第２四半期までの実績並びに足元の市場環境等に基づく下期見通しを勘案し、

2022年５月10日に公表した予想数値を変更しております。詳細は、本日公表の「第２四半期累計期間業績予想と実

績との差異及び通期業績予想の修正に関するお知らせ」を参照下さい。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 15,926 18,380

受取手形及び売掛金 81,121 94,993

商品及び製品 40,786 50,938

原材料及び貯蔵品 55,249 71,046

その他 8,468 13,655

貸倒引当金 △217 △219

流動資産合計 201,334 248,795

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 39,485 41,271

機械装置及び運搬具（純額） 58,137 61,406

土地 20,659 21,763

建設仮勘定 15,283 19,506

その他（純額） 7,061 15,900

有形固定資産合計 140,628 159,847

無形固定資産

のれん 27,008 30,141

顧客関連資産 16,954 19,554

その他 11,734 12,784

無形固定資産合計 55,697 62,480

投資その他の資産

投資有価証券 7,122 15,141

退職給付に係る資産 4,952 5,235

繰延税金資産 708 761

その他 6,110 3,995

貸倒引当金 △62 △63

投資その他の資産合計 18,831 25,070

固定資産合計 215,156 247,398

繰延資産

社債発行費 126 128

繰延資産合計 126 128

資産合計 416,617 496,322

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 40,654 39,528

短期借入金 44,518 68,981

１年内償還予定の社債 10,000 10,000

コマーシャル・ペーパー 10,000 10,000

未払法人税等 1,727 1,742

賞与引当金 2,588 2,714

役員賞与引当金 62 6

その他 11,290 14,330

流動負債合計 120,840 147,303

固定負債

社債 35,000 41,000

長期借入金 49,251 51,250

繰延税金負債 15,038 19,222

退職給付に係る負債 1,996 1,730

その他 4,995 11,841

固定負債合計 106,282 125,045

負債合計 227,122 272,349

純資産の部

株主資本

資本金 13,208 13,208

資本剰余金 11,945 15,494

利益剰余金 159,664 160,643

自己株式 △1,954 △1,946

株主資本合計 182,864 187,400

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,523 1,738

繰延ヘッジ損益 1,070 1,733

為替換算調整勘定 1,079 24,338

退職給付に係る調整累計額 △161 △93

その他の包括利益累計額合計 3,512 27,717

非支配株主持分 3,117 8,855

純資産合計 189,495 223,973

負債純資産合計 416,617 496,322
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（単位：百万円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

売上高 204,503 268,398

売上原価 171,485 233,654

売上総利益 33,018 34,744

販売費及び一般管理費 25,105 29,679

営業利益 7,913 5,065

営業外収益

受取利息 359 267

受取配当金 44 43

為替差益 － 693

持分法による投資利益 85 251

デリバティブ評価益 2 －

その他 202 512

営業外収益合計 695 1,767

営業外費用

支払利息 472 899

為替差損 14 －

その他 489 568

営業外費用合計 976 1,468

経常利益 7,631 5,363

特別利益

固定資産売却益 737 74

投資有価証券売却益 385 －

還付税金 750 142

特別利益合計 1,874 217

特別損失

固定資産売却損 49 －

固定資産除却損 334 208

減損損失 43 －

関係会社事業再構築損失 234 －

特別損失合計 662 208

税金等調整前四半期純利益 8,843 5,372

法人税、住民税及び事業税 2,318 1,788

法人税等調整額 473 352

法人税等合計 2,791 2,141

四半期純利益 6,052 3,230

非支配株主に帰属する四半期純利益 36 3

親会社株主に帰属する四半期純利益 6,015 3,227

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間
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（単位：百万円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

四半期純利益 6,052 3,230

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △117 214

繰延ヘッジ損益 △212 662

為替換算調整勘定 5,712 23,941

退職給付に係る調整額 57 68

持分法適用会社に対する持分相当額 80 612

その他の包括利益合計 5,520 25,499

四半期包括利益 11,572 28,730

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 11,494 28,169

非支配株主に係る四半期包括利益 77 561

四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間
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（単位：百万円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 8,843 5,372

減価償却費 7,370 8,608

のれん償却額 1,075 1,245

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △426 △283

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 314 △230

受取利息及び受取配当金 △403 △310

支払利息 472 899

減損損失 43 －

持分法による投資損益（△は益） △85 △251

投資有価証券売却損益（△は益） △385 －

固定資産処分損益（△は益） △353 133

売上債権の増減額（△は増加） △3,822 △6,913

棚卸資産の増減額（△は増加） △6,109 △15,211

仕入債務の増減額（△は減少） 1,124 △4,923

その他 △1,183 △1,599

小計 6,475 △13,463

利息及び配当金の受取額 146 524

利息の支払額 △420 △841

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △3,084 △3,458

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,116 △17,239

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △8,570 △8,163

有形固定資産の売却による収入 1,127 1,702

無形固定資産の取得による支出 △624 △331

投資有価証券の取得による支出 △4 △293

投資有価証券の売却による収入 683 －

子会社出資金の売却による収入 － 1,394

長期貸付金の回収による収入 11 2

長期前払費用の取得による支出 △755 －

その他 △60 111

投資活動によるキャッシュ・フロー △8,192 △5,575

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 3,858 15,674

長期借入れによる収入 2,010 7,951

長期借入金の返済による支出 △2,978 △4,409

社債の発行による収入 － 5,967

配当金の支払額 △2,237 △2,237

非支配株主への配当金の支払額 △104 △91

その他 △293 △424

財務活動によるキャッシュ・フロー 254 22,430

現金及び現金同等物に係る換算差額 226 1,040

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △4,595 655

現金及び現金同等物の期首残高 20,452 15,915

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 1,798

現金及び現金同等物の四半期末残高 15,857 18,369

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）

　第１四半期連結会計期間において、Fuji Oil International Inc.を設立し、連結の範囲に含めております。

Fuji Oil International Inc.は特定子会社に該当しております。

　なお、特定子会社の異動には該当しておりませんが、当第２四半期連結累計期間において、主要な子会社を以下

のとおり異動しております。

(1）連結の範囲の変更

　第１四半期連結会計期間において、Fuji Oil International Inc.を連結の範囲に含めたことに伴い、その傘

下のOilseeds International, Ltd.についても連結の範囲に含めております。

(2）持分法適用の範囲の変更

　第１四半期連結会計期間において、Oilseeds International, Ltd.を連結の範囲に含めたことに伴い、その傘

下のRITO Partnershipを持分法適用の範囲に含めております。また、K&FS PTE.LTD.は、重要性が低下したため持

分法適用の範囲から除外しております。

（会計方針の変更）

（米国会計基準ASU第2016-02「リース」の適用）

　米国会計基準を適用している在外子会社において、第１四半期連結会計期間より米国会計基準ASU第

2016-02「リース」（以下「本基準」という。）を適用しております。これに伴い、借手のリース取引について

は、原則すべてのリースについてリース資産（純額）及びリース債務として計上しております。本基準の適用に

あたっては、経過措置として認められている本基準の適用による累積的影響を適用開始日に認識する方法を採用

しております。

　本基準の適用に伴い、当第２四半期連結貸借対照表において有形固定資産のその他が7,734百万円、流動負債の

その他が624百万円、固定負債のその他が6,145百万円それぞれ増加しております。なお、この影響による第２四

半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

（追加情報）

（グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱いの適用）

　当社及び一部の国内連結子会社は、第１四半期連結会計期間から、連結納税制度からグループ通算制度へ移行

しております。これに伴い、法人税及び地方法人税並びに税効果会計の会計処理及び開示の取扱いを定めた「グ

ループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号　2021年８月12日。

以下、「実務対応報告第42号」という。）に従っております。また、実務対応報告第42号第32項(1)に基づき、実

務対応報告第42号の適用に伴う会計方針の変更による影響はないものとみなしております。
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

植物性油脂
業務用チョ
コレート

乳化・発酵
素材

大豆加工
素材

計

売上高

外部顧客への売上高 101,360 105,505 44,648 16,883 268,398 － 268,398

セグメント間の内部

売上高又は振替高
12,171 1,183 3,007 67 16,429 △16,429 －

計 113,532 106,689 47,656 16,950 284,828 △16,429 268,398

セグメント利益 3,338 2,644 42 935 6,960 △1,895 5,065

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　　当第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額△1,895百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用1,895百万

円が含まれております。全社費用は、提出会社及び一部のエリア統括会社におけるグループ管理に係

る費用であります。

　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。

- 11 -

不二製油グループ本社株式会社(2607) 2022年３月期第２四半期決算短信



ページ 項目

1 表紙
2 0-1： 注記 / 為替情報
3 1-1： 2022年度 連結業績 2Q（3ヶ月）
4 1-2： 2022年度 連結業績 2Q累計
5 1-3： 2022年度 連結業績 2Q累計 (事業別・所在地別マトリクス)
6 2-1： 主な指標
7 3-1： 2022年度 連結業績予想
8 3-2： 2022年度 連結業績予想 (通期 / 事業別・所在地別マトリクス)

不二製油グループ本社（株）　決算補足資料

2022年度（2023年3月期）

- 第2四半期 -

1



0-1：注記　/　為替情報

注記情報 主な為替レート
・一部製品のセグメントの変更による遡及修正 ・P/L：期中平均レート、B/S：期末レート
　　2021年度より、一部製品を大豆加工素材セグメントから乳化・発酵素材セグメントへ組み替えています。
　　その為、2020年度の数値を参考値として遡及修正して表示しています。

2021年度 2021年度 2022年度 2022年度
2Q 期末 2Q 差 増減率 予想前提*

109.80 112.38 133.97 +24.17 ＋22.0% 134.00

111.92 122.39 144.81 +22.42 ＋18.3% －

20.89 21.10 26.35 +5.46 ＋26.1% 26.49

20.58 25.83 26.79 +0.96 ＋3.7% －

130.90 130.56 138.73 +7.83 ＋6.0% 138.62

129.86 136.70 142.32 +5.62 ＋4.1% －

16.99 17.51 19.88 +2.89 ＋17.0% 19.92

17.30 19.26 20.37 +1.11 ＋5.8% －

・P/Lは前年同期、B/Sは前年度期末（2021年度末）を比較

・2022年度2Qのブラマーに適用した為替レート(＄)は、P/L 126.54、B/S 137.34

* 予想前提P/Lレートは、11月修正予想に合わせ見直した数値

B/S

P/L

B/S

対前期比

＄

BRL

€

人民元

P/L

B/S

P/L

B/S

P/L

2



(単位：億円）

*上記の連結業績は億円未満を四捨五入した数値を記載しております。

業務用チョコレート

乳化・発酵素材

▲1.7pt

326

乳化・発酵素材

大豆加工素材

合計

営業利益

【↗】増益要因
【↘】減益要因

大豆加工素材

合計

グループ管理費用等

売上高：原材料価格の上昇に伴う販売価格の上昇及び為替円安の影響により増収。
営業利益：原材料価格の上昇に伴う販売価格対応に注力したものの一部未達、北米油脂の新工場稼働に伴う経費増加、日本の大豆加工素材事業の数量減少等により減益。

6 4 【↗】日本での機能剤の販売数量増加。
【↘】日本での大豆たん白素材、大豆たん白食品の販売数量の減少。

+346

中国大豆たん白食品事業の譲渡による減少はあったものの、原材料価格の上昇に伴う販売価格上昇等によりほぼ横ばい。

主原料であるパームなどの原材料価格の上昇に伴う販売価格の上昇、北米新工場の稼働による販売数量の増加、為替円安の影響等により増収。

為替円安の影響、及び原材料価格の上昇に伴う販売価格の上昇により増収。

38 27

▲3

▲19

1,058 1,405

86

17

1-1：

+195

+34

FY2021
2Q実績

FY2022
2Q実績

85

522

459 576

187売上高

植物性油脂

2022年度 連結業績 2Q（３ヶ月）

                                                                                                                                                                              -

25 14                                                                                                                                                                               -

植物性油脂

業務用チョコレート

22 17

+1

3 ▲ 2 【↗】日本での大手パン、コンビニ向け販売数量の増加。
【↘】中国でのマーガリン・フィリングの販売数量減少、東南アジア、中国での採算性の低下。

39 20

【↗】東南アジアでの堅調な販売。
【↘】原材料価格上昇による採算性の低下、北米新工場の稼働に伴う経費の増加。

17

▲5

▲0

売上高　1,405億円（前年同期比+346億円）、営業利益　27億円（前年同期比▲11億円）●業績概要

▲11

営業利益率 3.6%
経常利益
親会社株主に帰属する四半期純利益

1.9%

▲10

▲11

▲9

221 原材料価格の上昇に伴う販売価格の上昇、及び為替円安の影響により増収。

前年同期比
増減額

+117

▲5

増減要因(対前年同期比較）

+0

【↗】欧州、ブラジルでの販売数量の増加。
【↘】北米や日本での販売数量減少、北米での経費増加。

3



(単位：億円）

*上記の連結業績は億円未満を四捨五入した数値を記載しております。

▲23 　
親会社株主に帰属する四半期純利益 60 32 ▲28
経常利益 76 54

▲28

営業利益率 3.9% 1.9% ▲2.0pt

合計 79 51

大豆加工素材 18 9 ▲8 【↘】日本での大豆たん白素材の販売数量の減少。

乳化・発酵素材 10 0

【↗】ブラジル、欧州での販売数量の増加。
【↘】北米や日本での販売数量減少、北米での経費増加。

グループ管理費用等 ▲19 ▲19 ▲0

▲9 【↗】日本での大手パン向けフィリングの伸長。
【↘】中国でのフィリングの販売数量の減少、東南アジア、中国での採算性の低下。

合計 2,045 2,684 +639

営業利益

【↗】増益要因
【↘】減益要因

植物性油脂 43 33 ▲9 【↗】東南アジアでの堅調な販売。
【↘】原材料価格上昇による採算性の低下、北米新工場の稼働に伴う経費の増加。

業務用チョコレート 28 26 ▲2

377 446 +70 原材料価格の上昇に伴う販売価格の上昇、及び為替円安の影響により増収。

169 ▲7 中国大豆たん白食品事業の譲渡、日本での販売数量の減少により減収。

+397 主原料であるパームなどの原材料価格の上昇に伴う販売価格の上昇、北米新工場の稼働による販売数量の増加、為替円安の影響等により増収。

業務用チョコレート 876 1,055 +179

売上高

植物性油脂 617 1,014

大豆加工素材 175

為替円安の影響、及び原材料価格の上昇に伴う販売価格の上昇により増収。

乳化・発酵素材

FY2021
2Q累計

FY2022
2Q累計

前年同期比
増減額

増減要因(対前年同期比較）

1-2：

●業績概要 売上高　2,684億円（前年同期比+639億円）、営業利益　51億円（前年同期比▲28億円）

売上高：原材料価格の上昇に伴う販売価格の上昇及び為替円安の影響により増収。
営業利益：原材料価格の上昇に伴う販売価格対応に注力したものの一部未達、北米油脂の新工場稼働に伴う経費増加、日本の大豆加工素材事業の数量減少等により減益。

2022年度 連結業績 2Q累計
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1-3： 2022年度　連結業績 (2Q累計 / 事業別･所在地別マトリクス）
(単位：百万円）

売上高 年度 日本 米州 東南アジア 中国 欧州 連結計
実績 前年同期比 実績 前年同期比 実績 前年同期比 実績 前年同期比 実績 前年同期比 実績 前年同期比

植物性油脂 FY2022 2Q 26,419 +6,433 40,084 +20,541 16,927 +7,861 1,772 +222 16,156 +4,617 101,360 +39,674
FY2021 2Q 19,986 +3,111 19,543 +4,704 9,066 +1,821 1,550 +324 11,539 +4,741 61,686 +14,701
FY2020 2Q 16,875 - 14,839 - 7,245 - 1,226 - 6,798 - 46,985 -

 業務用チョコレート FY2022 2Q 19,366 +1,165 71,919 +12,909 7,739 +2,223 3,043 +380 3,436 +1,220 105,505 +17,897
FY2021 2Q 18,201 +2,273 59,010 +7,658 5,516 +1,378 2,663 +404 2,216 +787 87,608 +12,499
FY2020 2Q 15,928 - 51,352 - 4,138 - 2,259 - 1,429 - 75,108 -

 乳化･発酵素材 FY2022 2Q 27,325 +2,507 - - 8,120 +2,723 9,203 +1,755 - - 44,648 +6,983
FY2021 2Q 24,818 +1,128 - - 5,397 +1,094 7,448 +1,781 - - 37,665 +4,003
FY2020 2Q 23,690 - - - 4,303 5,667 - - - 33,661 -

 大豆加工素材 FY2022 2Q 16,357 ▲124 - - - - 525 ▲536 - - 16,883 ▲659
FY2021 2Q 16,481 +528 - - - - 1,061 +181 - - 17,543 +709
FY2020 2Q 15,953 - - - - - 880 - - - 16,833 -

売上高計 FY2022 2Q 89,468 +9,980 112,004 +33,451 32,787 +12,806 14,545 +1,821 19,593 +5,838 268,398 +63,895
FY2021 2Q 79,488 +7,041 78,553 +12,362 19,981 +4,295 12,724 +2,689 13,755 +5,528 204,503 +31,913
FY2020 2Q 72,447 - 66,191 - 15,686 - 10,035 - 8,227 - 172,589 -

上記売上高は外部顧客への売上高を記載しています。

営業利益 年度 日本 米州 東南アジア 中国 欧州 連結調整 グループ管理費用 連結計
実績 前年同期比 実績 前年同期比 実績 前年同期比 実績 前年同期比 実績 前年同期比 実績 前年同期比 実績 前年同期比 実績 前年同期比

植物性油脂 FY2022 2Q 915 ▲952 ▲140 ▲1,017 2,346 +1,528 ▲93 ▲70 529 ▲30 ▲218 ▲382 - - 3,338 ▲924
FY2021 2Q 1,867 ▲126 877 +45 818 +267 ▲23 ▲106 559 +613 164 +144 - - 4,263 +836
FY2020 2Q 1,993 - 832 - 551 - 83 - ▲54 - +20 - - - 3,427 -

 業務用チョコレート FY2022 2Q 2,323 ▲386 21 +118 164 +16 ▲66 ▲41 145 +96 56 +32 - - 2,644 ▲166
FY2021 2Q 2,709 +555 ▲97 ▲737 148 +87 ▲25 +177 49 ▲109 24 +1 - - 2,810 ▲25
FY2020 2Q 2,154 - 640 - 61 - ▲202 - 158 - 23 - - - 2,836 -

 乳化･発酵素材 FY2022 2Q 787 +59 - - ▲647 ▲310 ▲201 ▲578 - - 103 ▲83 - - 42 ▲912
FY2021 2Q 728 +682 - - ▲337 ▲231 377 ▲220 - - 186 +90 - - 954 +321
FY2020 2Q 46 - - - ▲106 - 597 - - - 96 - - - 633 -

 大豆加工素材 FY2022 2Q 924 ▲681 - - - - 152 ▲83 ▲134 +3 ▲6 ▲56 - - 935 ▲817
FY2021 2Q 1,605 ▲436 - - - - 235 ▲31 ▲137 ▲112 50 +79 - - 1,753 ▲499
FY2020 2Q 2,041 - - - - - 266 - ▲25 - ▲29 - - - 2,252 -

連結調整 FY2022 2Q 92 ▲41 ▲3 ▲2 ▲7 ▲11 10 ▲13 ▲71 ▲103 ▲34 +158 - - ▲14 ▲14
FY2021 2Q 133 +81 ▲1 ▲6 4 +7 23 +28 32 ▲62 ▲192 ▲49 - - - -
FY2020 2Q 52 - 5 - ▲3 - ▲5 - 94 - ▲143 - - - - -

 グループ管理費用 FY2022 2Q - - - - - - - - - - - - ▲1,880 ▲11 ▲1,880 ▲11
FY2021 2Q - - - - - - - - - - - - ▲1,869 ▲57 ▲1,869 ▲57
FY2020 2Q - - - - - - - - - - - - ▲1,811 - ▲1,811 -

営業利益計 FY2022 2Q 5,042 ▲2,001 ▲124 ▲903 1,856 +1,222 ▲199 ▲787 468 ▲35 ▲98 ▲331 ▲1,880 ▲11 5,065 ▲2,848
FY2021 2Q 7,043 +754 779 ▲701 634 +131 588 ▲150 503 +330 233 +266 ▲1,869 ▲57 7,913 +574
FY2020 2Q 6,289 - 1,480 - 503 - 738 - 173 - ▲33 - ▲1,811 - 7,338 -

*2021年度から、大豆加工素材事業に含まれていた豆乳及びUSS豆乳製品を乳化・発酵素材事業に変更したため、2020年度実績を遡及修正して表示しています。
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1Q 2Q 3Q 4Q
億円 24 51

　営業利益成長率 ％ ▲42.3% ▲36.0%

億円 71 149

億円 57 94

億円 34 71

％ 3.0% 2.4%

％ 3.8% 3.2%

％ 1.5% 1.2%

回 1.15 1.18

倍 2.3 2.3

ROIC ％ 1.7% 1.8%

億円 4,756 4,963

億円 1,720 1,812 株主還元

億円 1,519 1,629

億円 865 1,015

％ 43.2% 43.3%

％ 127.3% 126.6% 1株当たりの配当金の推移 (単位：円)

億円 586 607

億円 6 12

％ 27% 27%

倍 0.84 0.84

倍 0.82 0.87

億円 ▲115 ▲172

億円 ▲28 ▲56

億円 ▲143 ▲228

億円 155 224

日 116 121

＊¹  過年度の実績値を遡及修正した場合は、当資料も遡及修正後の数値に基づき再表示しております。

＊²　FY2020の営業利益成長率：FY2019が15か月決算のため非表示。
＊³　FY2022.1Q、2QのROA、ROE、ROIC：年間換算した参考値を記載。

1,488

1,328

805

44.7%

121.9%

173

3.7%

6.6%

2.7%

127

1.12

2.2

3.1%

4,166

2022
予想

26 26 52 42.6%

25 50

27

40.6%

38.9%

29 56

2021

2018

2019

2020

25

2017

BS項目

CF項目

株主還元方針

27.6%

32.6%

31.2%

30.0%

37.1%

29.4%

26 26 52

26 26 52

25 48

17 30

23

2016

499

22

2022

米州

中国

13

2Q累計

ブラマー設備投資等

クリーム工場建設等

年度

2014

2015

　・配当性向30-40％

　・安定かつ継続的な配当の実施

26%

配当性向合計期末配当中間配当

44

35

22 22

1817

8

計 94

584

25%

0.70

0.73

200

▲170

4,800

1,550

1,400

-

46.0%

113.5%

2621

107

697

44.6%

122.2%

466

29%

0.82

0.63

382

▲174

208

▲199

3.5%

5.2%

1.9%

1.23

2.2

3.0%

1.01

1,108

4.8%経常利益÷総資産

有形固定資産の設備投資

売上高純利益率×総資産回転率
×財務レバレッジ

当期純利益÷売上高

売上高÷総資産

総資産÷自己資本

有形固定資産の減価償却費

財務キャッシュフロー

のれん（広義）とは、のれんに加え、商標権、
その他無形固定資産等を含んだもの

総資産回転率

財務レバレッジ

営業キャッシュフロー

総資産

有利子負債

NET有利子負債

EBITDA

設備投資

減価償却

ROA

ROE

売上高純利益率

Net有利子負債（有利子負債ｰ現預金）
÷株主資本

営業利益×(1-法人税率)÷(有利子負債＋自己資本)

CCC

NET運転資本

自己資本比率

負債比率

のれん(広義)

のれん(広義)純資産比率

D/Eレシオ

のれん償却額

Net D/Eレシオ

投資キャッシュフロー

フリーキャッシュフロー

2-1:主な指標 

備考単位 2022
修正予想

営業利益

+9.9%

-

200

大項目

PL項目

3.0%

※補足：主な設備投資2022(累計実績）

億円

10

30

ハラルド第２工場建設等 23

項目 2020

年度 主な投資項目

日本 阪南事業所の設備更新等

米州

2021

150

▲16.2%

324

165

-

179

-

343

208

118

7.0%

2.2

4.3%

3,585

1,313

有利子負債÷自己資本

103

30

▲70

35

▲188

▲153

94

115

0.80

0.73

＊²

＊³＊³＊³＊³
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(単位：億円）

*上記の連結業績は億円未満を四捨五入した数値を記載しております。

3-1：

●業績概要 売上高　5,500億円（前期比+1,162億円、期初計画比+700億円）、営業利益　165億円（前期比+15億円、期初計画から変更なし）
売上高：原材料価格上昇に伴う販売価格改定や為替円安の影響等により、期初計画から上方修正。
営業利益：インフレ等による経費の増加を見込むものの、植物性油脂事業の東南アジアでの堅調な販売や、採算性の改善、販売の強化により、前期比+15億円の増益を計画。
　　　　　　　　期初計画からは変更なし。

FY2021
実績

FY2022
期初計画

増減額
FY2021実績

VS
FY2022修正予想

備考

2022年度 連結業績予想

売上高

植物性油脂 1,350 1,685 +616 主原料であるパームなどの原材料価格の上昇に伴う販売価格の上昇、北米新工場の稼働、為替円安により増収を計
画。

業務用チョコレート 1,855 1,900 為替円安の影響、及び原材料価格の上昇に伴う販売価格の上昇により増収を計画。

乳化・発酵素材 791 806 +144 原材料価格の上昇に伴う販売価格の上昇、及び為替円安の影響により増収を計画。

期初計画比では日本での販売数量の減少を見込むが、前期比では原材料価格の上昇に伴う価格の上昇などにより増収
を計画。

合計 4,338 4,800 +1,162

大豆加工素材 342 409

+18 上期での東南アジアでの堅調な販売、下期での北米新工場の稼働率改善、及び採算性の改善により増益計画。

業務用チョコレート 75 88 +4

営業利益

植物性油脂 74 68

大豆加工素材 21

▲4

北米でのインフレ等による経費の増加を見込むものの、ブラジル、東南アジアでの採算性の改善により増益を計画。

乳化・発酵素材 16 28 +3 下期、東南アジアでの採算性の改善等により増益計画。19

営業利益率 3.5% 3.4% ▲0.5pt

合計 150 165

3.0%

親会社株主に帰属する当期純利益 115 105 ▲10 前期の特別利益の剥落により減益を計画。

経常利益 144 158 158
105

-
-

FY2022
修正予想

1,966

2,221

935

378

5,500

92

79

+14

+15

25 ▲6 日本での販売数量の減少、採算性の低下により減益を計画。

グループ管理費用等 ▲37 ▲43

増減額
FY2022期初計画

VS
FY2022修正予想

+281

+321

+129

▲31

+700

15

▲41

165

+36

+366

▲0.4pt

+24

▲9

▲8

▲10

+2

-
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3-2： 2022年度 連結業績予想（通期 / 事業別・所在地別マトリクス）
(単位：百万円）

売上高 年度 日本 米州 東南アジア 中国 欧州 連結計
前期比 前期比 前期比 前期比 前期比 前期比

植物性油脂 2022 修正予想 51,500 +8,113 82,100 +38,261 30,800 +9,818 3,500 +506 28,700 +4,928 196,600 +61,624
2022 期初計画 43,700 +313 75,500 +31,661 23,000 +2,018 1,800 ▲1,194 24,500 +728 168,500 +33,524
2021 実績 43,387 - 43,839 - 20,982 - 2,994 - 23,772 - 134,976 -

 業務用チョコレート 2022 修正予想 45,200 +5,663 144,400 +22,167 18,500 +5,960 7,300 +908 6,700 +1,866 222,100 +36,560
2022 期初計画 41,800 +2,263 124,900 +2,667 13,400 +860 5,000 ▲1,392 4,900 +66 190,000 +4,460
2021 実績 39,537 - 122,233 - 12,540 - 6,392 - 4,834 - 185,540 -

乳化･発酵素材 2022 修正予想 57,700 +6,408 - - 16,900 +4,919 18,900 +3,028 - - 93,500 +14,354
2022 期初計画 51,400 +108 - - 11,700 ▲281 17,500 +1,628 - - 80,600 +1,454
2021 実績 51,292 - - - 11,981 - 15,872 - - - 79,146 -

大豆加工素材 2022 修正予想 36,600 +4,285 - - - - 1,200 ▲652 - - 37,800 +3,633
2022 期初計画 39,600 +7,285 - - - - 1,100 ▲752 200 +200 40,900 +6,733
2021 実績 32,315 - - - - - 1,852 - - - 34,167 -

売上高計 2022 修正予想 191,000 +24,467 226,500 +60,427 66,200 +20,696 30,900 +3,789 35,400 +6,793 550,000 +116,169
2022 期初計画 176,500 +9,967 200,400 +34,327 48,100 +2,596 25,400 ▲1,711 29,600 +993 480,000 +46,169
2021 実績 166,533 - 166,073 - 45,504 - 27,111 - 28,607 - 433,831 -

上記売上高は外部顧客への売上高を記載しています。

営業利益 年度 日本 米州 東南アジア 中国 欧州 連結調整 グループ管理費用 連結計
前期比 前期比 前期比 前期比 前期比 前期比 前期比 前期比

植物性油脂 2022 修正予想 3,699 ▲107 1,970 +1,637 2,647 +527 ▲147 ▲158 1,090 ▲146 28 +135 ▲115 ▲115 9,171 +1,770
2022 期初計画 3,448 ▲358 1,457 +1,124 1,017 ▲1,103 ▲150 ▲161 957 ▲279 28 +135 - - 6,758 ▲643
2021 実績 3,806 - 333 - 2,120 - 11 - 1,236 - ▲107 - - - 7,401 -

業務用チョコレート 2022 修正予想 6,035 ▲290 670 +426 1,049 +398 ▲157 ▲292 283 +109 29 +12 - - 7,909 +361
2022 期初計画 6,024 ▲301 1,864 +1,620 1,009 +358 ▲273 ▲408 120 ▲54 29 +12 - - 8,772 +1,224
2021 実績 6,325 - 244 - 651 - 135 - 174 - 17 - - - 7,548 -

乳化･発酵素材 2022 修正予想 1,661 ▲133 - - ▲4 +860 254 ▲276 - - 34 ▲123 - - 1,944 +327
2022 期初計画 1,502 ▲292 - - 12 +876 1,219 +689 - - 34 ▲123 - - 2,767 +1,150
2021 実績 1,794 - - - ▲864 - 530 - - - 157 - - - 1,617 -

大豆加工素材 2022 修正予想 1,608 ▲441 - - - - 343 +26 ▲450 ▲154 39 ▲39 - - 1,540 ▲609
2022 期初計画 2,584 +535 - - - - 474 +157 ▲600 ▲304 39 ▲39 - - 2,496 +347
2021 実績 2,049 - - - - - 317 - ▲296 - 78 - - - 2,149 -

連結調整 2022 修正予想 - ▲150 - ▲7 - +5 - ▲3 - +13 - +163 - - - +20
2022 期初計画 - ▲150 - ▲7 - +5 - ▲3 - +13 - +163 - - - +20
2021 実績 150 - 7 - ▲5 - 3 - ▲13 - ▲163 - - - ▲20 -

グループ管理費用 2022 修正予想 - - - - - - - - - - - - ▲4,065 ▲377 ▲4,065 ▲377
2022 期初計画 - - - - - - - - - - - - ▲4,293 ▲605 ▲4,293 ▲605
2021 実績 - - - - - - - - - - - - ▲3,688 - ▲3,688 -

営業利益計 2022 修正予想 13,002 ▲1,125 2,640 +2,056 3,692 +1,790 293 ▲706 923 ▲178 130 +148 ▲4,180 ▲492 16,500 +1,492
2022 期初計画 13,557 ▲570 3,321 +2,737 2,038 +136 1,270 +271 476 ▲625 130 +148 ▲4,293 ▲605 16,500 +1,492
2021 実績 14,127 - 584 - 1,902 - 999 - 1,101 - ▲18 - ▲3,688 - 15,008 -
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